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　助成事業の概要

　当法人は、重症心身障害児、医療的ケア児といっ
た重い障がいをお持ちのお子さまを対象とした、
児童発達支援、放課後等デイサービスの事業所「多
機能型事業所 LaLa」を運営しております。
　2022 年 9 月に立ち上げ以降、右も左もわか
らない中何とか運営をしてきましたが、2024 年
9 月に開所 2 周年を迎え、なんとか事業が軌道
に乗ることができました。
　2 周年を記念して、新しいスタッフも入職し、
今後のスタッフのスキルアップ、新しい視点を得
る為に 2024年 11月に、スタッフを対象として、
当団体が加盟している「一般社団法人全国重症児
者デイサービス・ネットワーク」の中四国ブロッ
クの加盟団体である、高知県高知市にある「株式
会社幸」さまの重症児デイサービス「幸のつどい」
さまへ研修にお邪魔します。
　「幸のつどい」さまでは、主に当団体と同じよ
うな事業運営をされている為、「多機能型事業所
LaLa」と比較しどのような運営をされているか、
お子さまたちへのケア方法、アプローチ方法など
はどのような違いがあるか、新しい発見はあるか
などを実際に研修を通して身につけていきます。

　事業の成果

　高知県高知市にある「株式会社幸」さまの重症
児デイサービス「幸のつどい」さまへ研修へお邪
魔する事により、職員の方々のスキルアップ、新
しい視点を得ることが出来ました。例えばお子さ

まへのアプローチ方法の違いを挙げると、幸のつ
どいさまでは、基本的なスケジュールをあらかじ
め子どもたちへ分かりやすいように伝えて、お子
さま自身がスケジュール感を持って行動する様
子が見られました。
　また、例えば音楽活動を行う際は、出来る限り
座位の姿勢をとり周りを取り囲んで活動を行い、
オンオフをしっかり意識されていました。
スキルアップを図ることにより、ご利用頂いてい
るお子さまへの対応スキルの向上ひいては、お子
さまの QOL の向上を図ることが可能となりまし
た。
　また、特に重症児デイサービスは利用者の入れ
替わりが少なく、毎日同じお子さまと関わること
が多くなりがちです。
　別事業所で、他のお子さまたちと関わることで、
様々な病態、障害の度合いをお持ちのお子さまの
存在を知り、また新鮮な気持ちで当事業所のお子
さまと関わることができるようになりました。
児童発達支援管理責任者、看護師、児童指導員、
保育士、理学療法士、作業療法士といった各専門
職が研修へ参加することができました。
　看護師ならではの目線、保育士ならではの目線
等、その資格を持っているからこそ気づくことが
出来ることも多々あります。
　そういった細かなことにも気づいて、実際の仕
事に反映することが出来るのが、専門職の強みだ
と考えております。
　また、幸のつどいさまでは、多機能型事業所
LaLa では行っていない 18 歳以上の方々を対象
とした生活介護事業もされており、そちらも見学

させていただきました。
　自分でお金を使ってお菓子を購入したり、紙を
シュレッダーにかける作業を行い、自分の役割を
見つけ出したりなど、子どもとはまた違った視点
の重症心身障害者の支援方法などを学ぶことが出
来ました。

　成果の広報・公表

　このたび、当法人が運営する重症児デイサービ
ス『多機能型事業所 LaLa』では、サービスの質
向上を目的として、高知県高知市にある株式会社
幸様の重症児デイサービス『幸のつどい』に研修
訪問を行いました。研修では、同施設が取り組ま
れている先進的なケア手法や運営体制について学
ぶ機会をいただきました。特に、個別支援計画の
実践的な活用法や、地域との連携を重視したサー
ビス提供の工夫に感銘を受けました。研修で得た
知見を当施設の運営にも活かし、より一層質の高
い支援を目指してまいります。今回の研修を通じ
て得た成果は、今後の活動に反映させるとともに、
地域全体の福祉向上に寄与していく所存です。引
き続きご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申
し上げます。

　今後の展開

　今後はお互いの事業所へ研修に出向き、職員同
士の交流、お互いのスキルアップを図ることも計
画しています。
　いずれにしても、まずは若輩者である当団体か
ら積極的に研修へお邪魔し、交流させていただく
ことが何よりも大事になると考えております。
また、高知県のみならず、広島県、香川県、兵庫県、
鳥取県等、他の事業所へも積極的に出向き、各事
業所との連携強化も図りたいと考えています。
更に、当事業所の多機能型事業所 LaLa では、児
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童発達支援、放課後等デイサービスの為、18 歳
までしか利用することが出来ません。
　18歳以上の方が通所できる生活介護をはじめ、
緊急時などに利用することができるショートステ
イ施設、親から独立して入居することができるグ
ループホーム施設など、親亡き後の環境を総社市
に創る為、様々な場所へ出向き、今後の施設運営
に役立てていきたいと思います。
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